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70 歳代の父母がサポートして 30 代の妻が補助に入
る家族経営で一般的な水田経営に花き部門を新たに
導入したものである。
経営面積は所有する田畑 11 ha 余りだが，このう
ちの 10.3 ha は水稲を栽培している。花き生産は
2 吉 岡 徹 3北海道水田地帯における花き部門導入が地域の農家経済に果たす役割と課題─北海道北空知地域を事例に─
表 1 北育ち元気村花き生産組合設立経過
時期 設立経過
1993 年 北空知管内 11 農協（当時）で 2000 年に生


















70 a ほどの農地に水稲の育苗にも使用する 100 坪























自作地のうち 2.7 ha で花き生産を行っており，
2,500 坪（8,250 m2）の花き用ハウスを建設してい
る。残りの 12.9 ha には水稲を栽培しており，きら
ら 397（9 ha），ななつぼし（3.9 ha）などを作付けて
いる。
花きの中心作物はシネンシスで作付けはハウス
15 棟 2,100 坪（6,930 m2）に及ぶ。その他にも，ハ
イドランジアの他，露地でオーニソガラム，シャク
ヤク，シンフォリカルポス，ビバーナム等の花木類

































経営主 歳 48 47 76 46 60 50
妻 歳 38 47 74 37 54 49
父 歳 78 74 － 70 48 －
母 歳 73 72 － 69 －




田 11.1 ha 15.56 ha － 40 ha 81.6 ha 1.44 ha
畑地 25 a － 5 a － 38.2 ha 1.5 ha
その他 － － 20 a － －



































































































C 経営は，北竜町で 70 歳代の夫婦⚒人で花きと
スイートコーンを栽培する園芸作経営である。元々
は最大 6.8 ha の田を所有して水稲，メロン，花きな
どを栽培していたが，経営主が 66 歳になった 10 年
前に田をすべて売却し，過去に売却していた土地を
買い戻した雑種地 20 a に，以前メロン栽培で使用し







の他は家周りの畑地に 30 坪（99 m2）ほど宿根草の
ワレモコウを露地栽培して販売していた。
売り上げでもシヌアータが 600 万円と中心で，そ
の他はコスモス 50 万円，スイートコーン 17 万～18
万円，ワレモコウが⚕万円であった。






















この他に秋播き小麦，ダイズなどを 10 ha 余り生産
しており，花きは残りの農地に 200 坪（660 m2）ハ

























50 歳代，40 歳代の⚓人の構成員と 30 歳代の従業員
4 吉 岡 徹 5北海道水田地帯における花き部門導入が地域の農家経済に果たす役割と課題─北海道北空知地域を事例に─
⚔人で構成されている。
経営面積は法人所有の水田 81.6 ha と畑地 38.2





















年目になる F 経営は，50 歳の経営主とその妻の⚒
人で営む花き中心の経営である。
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